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世阿弥という能楽師がいます。総合芸術としての能楽を、室町時代に大

成した人。シェークスピアよりも200年 も前の時代に、日本では総合芸

術が誕生していました。世阿弥が能の秘伝の書として書いた「風姿花伝J

という本があります。『風姿花伝Jと いうタイトルからもわかる通り、「花J

の成長に人の成長を1念えて書かれた書です。

その中に「時分の花」と「まことの花」という言葉が出てきます。「時

分の花」とは、若い生命が持つ鮮やかで魅力的な花。どんな人でも誰もが

「若さJと して通過する花です。それに対して、「まことの花」は、自分と

いう木の全体像が老いて枯れていく時にも、育てていれはひそやかに咲き

続けている花のことです。自分という一人の人間だけが持つ、秘された本

質的な部分、それこそが「まことの花」です。

「風姿花伝』では、年齢に応じて能楽師がどのように成長していくのか、

芸道論としても記されていますが、どんな人にも当てはまる普遍的な内容

も書かれています。

12歳 ころは、何をしても素晴らしい時期です。太陽が輝くように美しい。

ただ、それはその瞬間だけの「時分の花」です。本当の花ではないので惑

わされてはいけませんが、とことん享受し味わい尽くせはいい、とも記し

ます。

18歳 ころは声変わりの時期。体が変容 (メ タモルフォーゼ)し てゆき

ます。「まず声変わりぬれば、第一の花失せたりJ。 最初に体が老いを体験

する時期です。

24歳ころは、声も体もある完成形を見る時期。それなりにチヤホヤさ

れることがあるが、勘違いするな、と戒めます。「あさましきことなり」と。

「初心忘るべからずJと いう有名な格言は、世阿弥の風姿花伝から来てい

ますが、「初心Jと は、失われゆく「時分の花Jの時期を強く記憶するこ

とだと書かれています。

「されば、時分の花をまことの花と知る心が、真実の花になお遠ざかる心

なり。ただ、人ごとに、この時分の花に迷いて、やがて花の失するをも知

らず。初心と申すはこのころの事なり」

35歳ころは、世阿弥が風姿花伝を書いていた時期とも重なります。「上

がるは三十四五までのころ、下がるは四十以来なり」と。35歳ころまでは、
「死」より「生」の勢いが強いのですが、その時期をすぎると、「生」より「死J

のほうへと勢いが逆転していく時期です。老いや死のプロセスが表面に表

れてきます。それは、生という「はじまり」の「おわりJと も言えますし、

死という「おわり」の「はじまりJと も言えます。ジェットコースターの

頂点のような折り返し地点です。だからこそ、この時期からは自分の人生

を完成させていくという大仕事に取りかかり始めないといけません。

人は、いつ死ぬのか、知らされていません。だからこそ、ある時に自分

なりに人生のスバンを、仮にでも決める必要があるのでしょう。人生の折

り返し地点のフラングを立てる。世阿弥は、人生の折り返し地点を35歳

ころであると仮に記しています。

病も、そうした体の有限性を意識させるために、避けられない形で迫っ

てくるものでもあります。ただ、本来は、病が訪れようとも訪れまいとも、

自分の人生の折り返し地点は自分自身で決める必要があるのです。

人間は、自分の人生という一つの芸術作品を完成させるため、ある時か

ら老いや死という無意識のプロセスを意識の中へと取り入れなければいけ
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ない時期がやってきます。その時初めて「死が欠けた生」という一面的な

ものではなく、「死と生とが一体となった生Jと いう全体的な生へと更新

するのでしょう。毎日毎日を、人生最後の日だと思いながら、神聖な気持

ちで生きていくことができる、そうした第二の生へと。

世阿弥の話に戻りましょう。45歳 ころは、「よそ目の花も失するなり」

と記します。老いや衰えのプロセスで、外から見るとその人の「花」が見

えなくなる時期。世阿弥は、この時期に後継者の育成に励めと伝えます。

表面ではなく、水面下で起きているプロセスに目を向けるように。その時

にも、着実にその人の「まことの花」は咲く準備は続いているのですから。

50歳以上のころを、能楽師としての最後の段階として述べます。「物数

は皆みな失せて、善悪見どころは少なしとも、花はのこるべしJと。50

歳をすぎるとすべてを失うけれど、そこにこそ秘された花が残っているとe

人間はすること (Doing)に意識が向きやすいのですが、その裏打ちをし

ているのは、そこにあること (Being)です。存在しているということ。

存在の次元でこそ最後に残っている花をこそ、世阿弥は「まことの花」と

表現しました。

少年少女の光り輝くような愛らしさ美しさ (時分の花)を誰もが通過し

ます。人間という生命体が誰もが通過する影なき光の世界。その後、老い

や死のプロセスが勢い盛んとなり、若さや体力や 、いろいろなものを失
っていきます。この時、失うものばかりに目に行くことが多いのですが、

同時に別の次元では何かを得ているはずなのです。「初心忘るるべからずJ

として、本が枯れつつあってもそこで秘かに咲いている「まことの花」を

見つけて育てなさい、と世阿弥は最終的に説いて、風姿花伝は終わってい

ます。

それぞれの/」 さヽい老いや死を、自分の中に受け入れることができた時、

「時分の花Jは 「まことの花Jへ と次元転換していくのでしょう。花は水
をやりすぎても枯れますし、ほったらかしても枯れます。花が根づく土壊

を丁寧に耕しながら、

太陽という愛を無条件

に照らし続けることが、

自分の中に「まことの

花」を大切に育ててい

くことにつながるので

す。あなたにとっての

「まことの花」とは、果

たしてなんでしょうか。

そぎ落とされた時
に見えてくる、自

分の中の「まこと

の花Jは ?
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